
市議会だより市議会だより

か
ら
だ
に
と
っ
て
大
切
な
食
べ
物
を
見
て
学
び
、
食
べ
て
学
ぶ
生

き
た
学
習
教
材
給
食
。
給
食
に
は
、
か
ら
だ
と
心
の
栄
養
が
つ
ま

っ
て
い
ま
す
。
大
地
の
恵
み
と
携
わ
る
人
に
感
謝
し
、
残
さ
ず
食

べ
ま
し
ょ
う
。
せ
ー
の
！　

い
た
だ
き
ま
す
。

 

関
連
記
事
…
18
ペ
ー
ジ

働
く
人
シ
リ
ー
ズ
⑳  

給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
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次の１０年に向けた次の１０年に向けた
きめ細やかな予算編成  きめ細やかな予算編成  平成２８年度予算  ２p平成２８年度予算  ２p
編成委員が直撃インタビュー編成委員が直撃インタビュー　８p　８p
市政を問う！ 一般質問 市政を問う！ 一般質問 １６人が政策論議１６人が政策論議　12p　12p
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繰出金　27億7588万円
特別会計への繰り出し

普通建設事業費　32億5099万円
建設に関する費用

公債費　35億691万円
借り入れの返済

扶助費　97億3653万円
生活援助に要する経費

人件費　54億9519万円
職員の給与など

建設等に係る事業債　14億5600万円
建設に関する借り入れ

繰入金　15億7924万円
基金からの繰り入れ

地方交付税　37億円
国からもらうお金

地方消費税交付金　15億円
消費税の市への割り当て分

市税　156億2238万円
所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

2

の
工
事
完
了
を
目
指
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

問　

新
た
な
る
協
働
の
担
い

手
は
。

答　

こ
れ
ま
で
行
政
と
の
協

働
の
担
い
手
と
し
て
核
と
な

っ
て
き
た
の
は
、
町
会
、
自

治
会
、
町
内
会
な
ど
の
自
治

組
織
。
自
治
組
織
と
の
協
働

は
、
市
の
防
災
、
防
犯
対

策
で
多
大
な
る
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。
今
後
も
自
治
組

織
と
の
連
携
強
化
を
図
り
つ

つ
、
新
た
な
協
働
の
担
い
手

と
し
て
、
市
民
活
動
団
体
、

公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

連
携
も
推
進
し
て
い
き
た

い
。保

育
需
要
と
保
育
所

問　

保
育
需
要
の
現
状
と
今

後
の
保
育
所
の
整
備
計
画
は
。

答　

保
育
所
入
所
の
第
一
次

選
考
結
果
は
、
入

※

所
保
留
児

童
数
が
１
５
１
人
、
う
ち
国

が
定
め
た
新
基
準
に
よ
る
待

機
児
童
数
は
22
人
。

　

今
後
実
施
さ
れ
る
第
二
次

選
考
の
結
果
を
受
け
、
待
機

児
童
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
家

庭
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
連

絡
を
と
り
、
状
況
に
応
じ
て

家
庭
保
育
室
や
一
時
保
育
の

利
用
を
案
内
す
る
な
ど
、
可

能
な
限
り
の
相
談
、
支
援
を

実
施
す
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
次
選
考

の
結
果
を
受
け
、
事
業
計
画

に
あ
る
新
た
な
認
可
保
育
園

１
園
の
誘
致
を
行
う
。
事
業

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
人
口
等
の
推
移
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。

文
化
振
興
事
業

問　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　
「
子
ど
も
ア
ー
ト
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
事
業
と
し
て
プ
ロ

の
オ
ペ
ラ
歌
手
や
舞
台
製
作

関
係
者
の
指
導
の
下
で
、
小

中
学
生
の
た
め
の
日
本
語
オ

ペ
ラ
教
室
を
開
催
予
定
。
こ

の
事
業
は
、
生
の
演
奏
、
芸

術
作
品
の
鑑
賞
な
ど
実
体
験

不
足
の
解
消
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
創
造
力
育

成
を
ね
ら
い
と
す
る
。

（
仮
称
）苗
間
み
ほ
の

公
園

問　

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　

平
成
27
年
12
月
に
県
か

ら
旧
大
井
教
職
員
住
宅
跡
地

を
買
収
、
現
在
、
建
屋
の
解

体
工
事
を
実
施
。
平
成
28
年

度
は
、
設
計
及
び
整
備
工
事

を
実
施
す
る
予
定
。

水
宮
地
区
雨
水
対
策

問　

工
事
の
内
容
は
。

答　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り

水
宮
地
区
内
に
福
岡
江
川
雨

水
幹
線
か
ら
雨
水
が
逆
流

し
、
浸
水
被
害
等
が
発
生
し

て
い
る
。
逆
流
防
止
弁
の
設

置
と
新
設
の
排
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
下
流
地
点
へ
の
強
制
排

水
に
よ
り
対
策
を
講
じ
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
の
多
発

す
る
6
月
末
ま
で
に
は
、
設

置
し
た
い
。

合
併
特
例
の
終
了
に

備
え
て

問　

今
後
の
財
政
状
況
は
。

答　

超
高
齢
社
会
の
到
来
に

加
え
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
等
が
控
え
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
合
併
特
例
債
の
償

還
が
増
加
し
、
合
併
に
よ
り

恩
恵
を
受
け
て
い
る
普
通
交

付
税
の
特
例
措
置
が
平
成
28

年
度
か
ら
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
る
。
今
後
、経
費
の
抑
制
、

自
主
財
源
の
強
化
を
進
め
て

い
く
。

問　

地
方
交
付
税
の
特
例
措

置
は
。

答　

合
併
前
の
旧
市
町
ご
と

に
算
定
さ
れ
る
額
の
合
計
額

を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
特
例

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

合
併
に
よ
る
恩
恵
は
、
約

7
億
円
あ
っ
た
が
、
平
成
28

年
度
か
ら
5
年
間
を
か
け
、

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
計
画
的
に
基

金
へ
の
積
み
立
て
を
行
っ
て

き
た
。
引
き
続
き
、
安
定
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
健
全
財

政
の
維
持
強
化
に
努
め
る
。

障
害
者
差
別
解
消
法

問　

法
の
施
行
を
受
け
て
の

対
応
は
。

答　

障
害
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
の
設
置
や
構
成

員
を
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
検
討
す
る
。
ま
た
研
修
会
、

講
習
会
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
啓
発
す
る
。
そ
の
ほ
か
職

員
対
応
要
領
、
配
慮
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
行
う
。

大
井
総
合
体
育
館

の
大
規
模
改
修

問　

工
事
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　

大
井
総
合
体
育
館
、
武

道
館
は
、
建
築
か
ら
約
35
年

が
経
過
。
老
朽
化
か
ら
多
数

の
外
壁
ひ
び
割
れ
、
爆
裂
、

数
ヵ
所
の
雨
漏
り
が
発
生
し

て
い
る
。
平
成
28
年
度
に
、

体
育
館
の
改
修
工
事
設
計
、

武
道
館
の
耐
震
診
断
、
補
強

設
計
を
行
う
。
平
成
29
年
度

　

平
成
28
年
第
1
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
当
初
予
算
を

は
じ
め
55
件
の
議
案
、
請
願
1
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
1
時
間
15
分
に
わ
た
っ
た
市
長
施
政
方

針
、
そ
れ
に
対
す
る
会
派
か
ら
の
質
疑
、
16
人
の
議
員
に

よ
る
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
各
予
算
案
・
各
条
例
案
等
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
ふ

じ
み
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
を
可
決
し
ま

し
た
。

平
成
平
成
2828
年年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

1

17

3

3

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

大
築　
　

守 

議
員

日
本
共
産
党　

塚
越　

洋
一 

議
員

公　

明　

党　

伊
藤
美
枝
子 

議
員

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

有
山　
　

茂 

議
員

日
本
共
産
党　

伊
藤　

初
美 

議
員

公　

明　

党　

堀
口　

修
一 

議
員

徴特
　当初予算は、前年から約13億円（前年度比3.5%）減の約367億円となりました。これは、なの
花学校給食センター施設購入費一時金（約18.1億円）の前年度支払い、広域ごみ処理施設等建設事業
（約31.9億円）、小中学校大規模改造事業（約8.3億円）等を平成27年度に前倒しで計上したことによ
るもので、実質は、過去最大規模の予算です。民間認可保育園整備運営費補助、元気・健康マイレージ
事業、生活困窮者の自立支援策の拡充、小・中学校特別教室空調設置工事、お出かけサポートタクシー
及び市内循環ワゴン、市民大学開設等、次の10年に向けたきめ細やかな予算編成となっています。

平成28年度一般会計 平成28年度一般会計 予算案の予算案の

前年度比
2億6840万円増

前年度比
1300万円増

前年度比
4億円増

前年度比
6億1483万円減

前年度比
19億7230万円減

収入
平成28年度 平成28年度   一般会計予算  一般会計予算  367367億億26352635万円万円

支出主なもの

前年度比前年度比前年度比
444億円億円増増増

円円円
前年度比前年度比前年度比

13013000万円増増

前年度比前年度比前年度比
2億6840万円増

前年度比
7億7965万円増

前年度比
2億965万円増

前年度比
27億3745万円減

前年度比
2095万円減

前年度比
1億3802万円減

前年度比
13億3494万円減

99万円
前年度比

7億3745万円減
前年度比

6億1483万円減

前年度比
2095万円減

億5600万円
前年度比

9億7230万円減

次
の
次
の
1010
年
に
向
け
た

年
に
向
け
た

き
め
細
や
か
な
予
算
編
成

き
め
細
や
か
な
予
算
編
成

（1万円未満切捨て）

４月に開園したふじみ野どろんこ保育園

※ 入所保留児童　保育所に入所の申し込みをしたが、空きが
なくて待っている状態の児童。
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問　

多
く
の
市
町
村
で

同
様
の
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
本
市
独
自

の
取
り
組
み
は
。

答　

歩
数
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る

際
、
男
女
別
や
年
齢
別

で
付
与
率
を
変
え
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

道
路
整
備
に
よ
り

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と

や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

ッ
プ
を
活
用
す
る
こ
と
に
関

す
る
考
え
は
。

答　

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
に
計
画
し
て
い

き
た
い
。
昨
年
度
、
元
気
・

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
が
、今
年
度
は
、

食
育
も
兼
ね
た
お
野
菜
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
く
。ま
た
、

活
動
量
計
の
貸
し
出
し
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

歩
数
管
理
も
考
え
て
い
る
。

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
目
指
し
、
歩
い
た
歩
数
や

健
康
診
断
の
受
診
、
健
康
講
座
の
受
講
な
ど
に
対

し
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
は
、商
品
券
へ
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
困
窮
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
が
、
市
の

単
独
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。
大
人
の
引
き
こ
も

り
や
子
ど
も
の
貧
困
、
格
差
の
拡
大
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
の
事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
、
未
就
学
児
な
ど
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
運
行
エ

リ
ア
は
市
内
お
よ
び
ふ
じ
み
野
駅
の
み
で
、
乗
降
場

所
は
自
宅
ま
た
は
予
め
定
め
ら
れ
た
乗
降
場
に
限
ら

れ
ま
す
。
な
お
、事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
６
月
19
日
以
降
公
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
18

歳
以
上
の
方
に
選
挙
権
が
広
が
り
ま
す
。

暫
定
整
備
と
な
っ
て
い
る
上
福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場

を
整
備
す
る
た
め
、
不
動
産
鑑
定
評
価
手
数
料
と
整

備
計
画
策
定
業
務
委
託
料
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

財
源
は
全
て
都
市
計
画
税
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
新
た
な
民
間
保
育
園
の
建

設
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
保
育
事
業
等
へ

の
支
援
も
継
続
さ
れ
、定
員
枠
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

おひさま保育園

お出かけサポートタクシー 上福岡駅東口ロータリー

問　

事
業
内
容
は
。

答　

不
登
校
か
ら
引
き
こ
も

り
、
大
人
に
な
っ
て
も
自
立

で
き
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
専
門
家
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
相
談
を
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
就
労
支
援

や
学
習
支
援
な
ど
も
含
め
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
習
支
援
事
業
の
内
容

と
特
徴
は
。

答　

生
活
困
窮
世
帯
の
中
高

校
生
を
対
象
に
、
市
内
２
カ

所
で
学
習
支
援
教
室
を
開

問　

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
と
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

と
の
使
い
分
け
は
。

答　

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
は
運
賃
の
2
分
の
1

の
助
成
で
あ
る
の
に
対
し
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
初
乗
運

賃
相
当
額
の
助
成
で
あ
り
、

枚
数
も
年
間
36
枚
と
な
っ
て

い
る
。

問　

若
年
層
に
対
し
て
本
市

に
お
け
る
選
挙
の
啓
発
は
。

答　

新
た
に
有
権
者
に
加
わ

っ
た
18
歳
、
19
歳
の
市
民
に

対
し
て
有
権
者
に
な
っ
た
こ

と
の
お
知
ら
せ
や
、
こ
れ
ま

で
成
人
式
で
配
布
し
て
い
た

選
挙
啓
発
冊
子
を
郵
送
す

る
。
記
念
と
し
て
の
投
票
証

明
書
の
発
行
を
予
定
し
て
い

問　

ど
の
よ
う
な
形
に
整
備

し
て
い
く
の
か
。

答　

東
武
鉄
道
も
加
え
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
を
実
施
し
決
め
て
い

く
が
、
現
在
の
段
階
で
は
自

由
通
路
お
よ
び
駅
舎
の
検
討

も
行
う
よ
う
考
え
て
い
る
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

そ
れ
も
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。

問　

不
動
産
鑑
定
の
予
算
は

何
件
分
か
。

答　

予
算
は
１
件
分
を
想
定

し
て
い
る
。

問　

全
体
で
対
象
と
な
る
の

は
何
軒
あ
る
か
。

答　

東
口
駅
前
広
場
２
０
０

０
㎡
の
中
に
あ
る
家
と
し
て

は
３
軒
と
な
る
。

問　

新
た
な
民
間
保
育
園
が

建
設
予
定
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
。

答　

待
機
児
童
解
消
に
向

け
、
当
初
は
小
規
模
保
育
事

業
の
認
可
等
で
何
と
か
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
た
が
、

よ
り
抜
本
的
な
解
決
策
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成

29
年
度
に
民
間
保
育
園
１
園

を
開
設
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

く
。
特
徴
的
な
部
分
は
、
支

援
を
通
し
て
子
ど
も
の
家
族

の
支
援
プ
ラ
ン
も
つ
く
り
、

一
人
一
人
の
状
況
に
対
応
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

問　

選
定
方
法
は
。

答　

各
学
校
の
校
長
、
教
頭

と
意
見
交
換
会
を
進
め
、
教

育
委
員
会
や
地
域
と
も
連
携

を
図
り
、
本
当
に
支
援
を
必

要
と
す
る
生
徒
を
選
定
す

る
。

問　

市
外
へ
外
出
す
る
際

に
、
市
内
で
は
お
出
か
け
サ

ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
、
市
外
で
は
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
を
使
う
こ
と
は
可
能

か
。

答　

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
と
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

と
の
併
用
は
で
き
な
い
。

る
。

問　

投
票
所
の
変
更
、
見
直

し
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

市
役
所
第
２
庁
舎
が
工

事
に
入
る
関
係
で
本
庁
舎
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
投
票
所
を
一
部

移
す
予
定
。
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
衆
議
院
選
挙
区
が
見

直
さ
れ
た
時
点
で
全
体
的
な

見
直
し
を
考
え
る
。

問　

進
捗
状
況
は
。

答　

新
園
設
置
に
意
欲
的
な

社
会
福
祉
法
人
等
が
い
く
つ

か
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
打

診
し
て
い
る
。
4
月
中
旬
ま

で
に
、
場
所
や
定
員
等
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
い
。

問　

待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
、
小
規
模
保
育
事
業
等
へ

の
定
員
確
保
は
。

答　

現
状
で
は
、
平
成
27
年

度
と
同
様
の
定
員
。
条
件
が

整
え
ば
、拡
大
も
検
討
す
る
。

生
ま
れ
変
わ
る
駅
前
広
場

まち
づくり

上
福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備
事
業

生
活
困
窮
世
帯
の

支
援
に
向
け
て

福祉

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

歩
い
て
商
品
券
を

ゲ
ッ
ト
！

健康

元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

18
歳
選
挙
権
へ
の

取
り
組
み

選挙

参
議
院
議
員
選
挙
事
務

待
機
児
童
ゼ
ロ
に

向
け
て

保育

民
間
保
育
園
運
営
事
業

市
民
の
移
動
を
支
え
る

た
め
に

交通

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
事
業
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平成28年度

一般会計予算討論
______________________ 賛成多数で可決

　「公平性」を理由に切り捨てられる社会的弱者
への支援、高齢者・低所得者・障がい者・母と子
らに対する社会保障政策の不十分さと受益者負担
の押し付けは到底認められない。市の有利な条件
と安定した財源、職員の力を積極的に生かし、もっ
と市民の暮らし優先の政策展開ができる予算にす
べき。
　公立保育所を廃止して、保育所に入れない（い
わゆる隠れ待機児童と捉えられる）人が 120 人
以上も出たのは、「計算違い」では済まされない。
　しかし、迅速な対応による財政運営の改善、学
校施設の整備の前倒しやエアコン設置、福祉総合
支援チーム、生活道路の整備など評価できるもの
もある。

　老朽化する公共施設やインフラへの対応を見越
した、合併特例債の枠を残す有利な起債や余剰財
源の基金への積み立ては評価できる。
　また、若い世代の移住につながる新たな認可保
育所の建設費補助や幼稚園就園奨励金などの子育
て支援施策を評価する。
　さらに、生活相談から連なる生活困窮世帯への
支援、福祉総合支援チームの機能強化など、きめ
細かな支援体制が整ったことを評価する。
　今後は、自主財源確保に向けた企業誘致や売電
収入の取り組みなどを更に推進し、持続可能なふ
じみ野市を創り上げていくために必要な礎が築か
れることを期待する。

　議長と副議長は、議員の中から選挙により選ばれます。議長は、
対外的に市議会を代表するとともに、議会の円滑な運営と議場の
秩序保持に努めます。また、議会の様々な事務を監督し、処理す
ることも議長の仕事です。副議長は、議長が出張や病気などで職
務を行えないときなどに議長の職務を行います。

　市議会では情報公開をより進めるため、今年より提出された全ての議案書を市議会ホームペー
ジに掲載しています。また、市役所の情報公開コーナーや議会図書室でも、全ての議案書や参考
資料をご覧いただけます。

　先進事例の神奈川県逗子市の取り組みを参考に
しながらタブレット端末を活用したペーパーレス
会議システムの有効性、会議資料における紙の削減
効果について学びました。あわせて、タブレット端
末を議員活動に活用することで、市民により分かり
やすい説明ができる点、また、情報発信力の向上や
議会報告会での活用法などの研修を受けました。

　市内バス運行とお出かけサポート事業で高齢者
や障がい者に配慮した市内交通が抜本的に改革さ
れた意義は大きい。
　また、福祉総合支援チームが増強され、生活支
援コーディネーターの配置、市民後見人育成への
着手など、人材育成に重点を置いた予算が組まれ、
将来の手厚い福祉サービスを予感させる。
　さらに、認知症対策など高齢化社会に対応する
施策に可能な限り取り組まれている。学校改修を
はじめとした子育て支援の充実と合わせ文化、健
康づくりの政策など、合併 10年を経たまちづく
りの成熟が示されている。

　５年後には特例期間を経て地方交付税が本来の
算定額となる。そのことを踏まえた財政運営に心
していかなければならない。引き続きの改革を止
めることなく続行されることを望む。
　市制 10 周年を経て、「ふじみ野丸」の新たな
船出となる年度であり、そのふじみ野丸を支えて
いくのは、市民１人ひとりの力、市民力である。
そして、ふじみ野市には、まだまだ発揮すべき多
くの市民力がある。その力を引き出すための「市
民大学ふじみ野」や「元気な高齢者」「協働の推進」
であり、文化・スポーツにそして健康づくり事業
にと、施策が展開された当初予算である事を評価
する。

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

後年度負担の軽減と各支援策を評価
青藍会　小林憲人 議員

社会的弱者に対する支援冷たい
日本共産党　塚越洋一 議員

福祉政策の着実な前進を評価
無所属　鈴木啓太郎 議員

市民力で魅力あるまちづくりを
公明党　堀口修一 議員

市議会には、21人の議員の中に、議長と副議長
がいます。議長と副議長は、市議会の中でそれぞれ、
どのような役割をはたしているのでしょうか。

議案書のネット公開、はじめました。
市議会では予算・条例など、年間100件以上の案件を審議しています。その内容が書かれたも
のが議案書です。この機会に、一度ご覧になってみませんか？

タブレット端末を活用したペーパーレス化についての研修会を実施しました。

議員研修会「タブレット端末ＩＣＴ推進セミナー」
平成28年２月2日（火）　

議長のしごと議長のしごと
副議長のしごと副議長のしごと

議長の公務日程と交際費の支出状況はホームページでも公開しています。

　ふじみ野市議会

平成27年度の主な議長公務
6 月 17日（水） 全国市議会議長会定期総会
10月 4日（日） ふじみ野市誕生 10周年記念式典
10月 11日（日）

18日（日） 市民スポーツフェスティバル

10月 21日（水） 東入間防犯・暴力排除推進大会
12月 5日（土） 障がい者週間記念事業「ふれあい広場」
2月 26日（金） ふじみ野市ふるさとハローワーク開所式

市内循環ワゴン

小高時男議長
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生活困窮者等自立支援
長期間仕事に就かず生活に困窮している人の社
会復帰を支援する就職支援サテライトがオープ
ンします。

勤めていたゲーム会社が倒産、しばらく就職活
動しましたがダメでした。今は兄弟と暮らして
います。このままではいけないと思っています
が、どうすればいいか分かりませんでした。兄
弟が市に相談したのをきっかけに、セミナーを
受けてみました。やっと進む方向が見えてきた
気がします。

40代男性
（自己評価セミナーにて）

日頃は、赤十字奉仕団や学校の応援団としてお
手伝いをしています。普段の買い物やかかりつ
け医院などには自転車で移動していますが、具
合の悪い時などに利用できればと思い申請に来
ました。かかりつけ医院など、共通乗降場以外の
場所でも利用できるようにしてほしいですね。

元気・健康マイレージ
活動量計やスマートフォン等を活用し、ウォー
キングを中心とした健康づくり事業です。

認可保育園の運営補助

保育園の健全運営や質の高い保育の提供を図る
ため、民間保育園の運営に対し補助を行います。

子どもたちの「やりたい！」を尊重した保育を
行っています。小学校入学後の生活にスムーズ
につなげるためにも、各学校に相談担当の方を
置いていただくなど、小学校との連携をより深
めていけるような取り組みがあるといいです
ね。

園長の木村さん
（かすが保育園にて）

お出かけサポートタクシー

65歳以上の高齢者・障がい者・妊婦および未就
学児等にタクシー運賃の半額を助成し、外出の
機会を提供します。

18歳選挙権 ７月に行われる参議院議員選挙。18 歳から選挙に参
加できます。若者への啓発も重要になってきます。

友達が政治の勉強をしていて、時々話はします。投票
にいくかどうかはまだ分かりません。
 （関野さん　19歳）
政治は正直よく分かりませんが、介護の勉強をしてい
るので介護報酬のことなどは気になります。
 （篠さん　19歳）
ニュースを見ながら家族でよく政治の話はします。両
親も欠かさず投票しているので、自分も絶対に投票す
ると思います。 （各務さん　19歳）

上福岡駅東口駅前広場整備

・車が危険。とにかく安全にしてほしい。 （30代男性）
・道路をもっと広げてほしい。 （80代男性）
・商店街がもっと栄えるといいですね。 （60代女性）
・今の雰囲気が良いのでこのままで良い。 （30代男性）
・東西口の行き来をしやすくしてほしい。 （70代男性）
・駅前にモニュメントを設置しては。 （40代女性）
・ もっとシンプルに。南古谷駅のように、改札を通るとす
ぐホームがあると便利。 （20代男性）
・もっと景観に配慮してほしい。 （30代男性）

ウォーキングを中心とした運動で、ポイント付
与制度は張り合いがあると思います。ウォー
キングしている友達がたくさんいますので、ぜ
ひ、友達にも伝えたいです。「健康長寿といえ
ば、ふじみ野市」というメッセージを全国に発
信してもらいたいです。

下山さん
（上野台体育館にて）

平成28年度事業 編集委員が 直撃インタビュー編集委員が 直撃インタビュー

文京学院大学にて

藤井さん
（利用登録申請会場にて）

駅前広場を使いやすくするために、上福岡駅東口駅前広場整
備を計画しています。
皆さんは、どんな駅前を望みますか？



●
主
な
質
疑

問　

公
民
館
な
ど
の
施
設
が

あ
る
中
、
ホ
ー
ル
を
選
択
し

た
の
は
。

答　

平
成
27
年
度
当
初
に
公

共
施
設
白
書
を
作
成
し
、
維

持
補
修
内
容
の
経
費
に
つ
い

て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
。

中
で
も
今
後
、
多
大
な
資
金

投
入
が
必
要
な
施
設
と
し

て
、
特
に
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
が
挙
が
り
、
稼
働

実
績
が
少
な
く
、
維
持
管
理

経
費
が
多
大
に
か
か
る
点
か

ら
、
ホ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

業
務
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て
。

答　

近
隣
自
治
体
に
お
け
る

ホ
ー
ル
の
設
置
状
況
や
調
査
、

ま
た
各
種
関
係
団
体
の
意

見
収
集
。
あ
わ
せ
て
、
普
段

利
用
し
て
い
な
い
市
民
の
意

識
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

行
い
、
有
効
な
ホ
ー
ル
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
。

議 案 審議 案 審 議 議
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本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

ホ
ー
ル
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
「
ふ
じ
み
野
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
」
の

一
部
見
直
し
を
行
い
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
施

設
の
再
編
・
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
見
直
し

（
仮
称
）苗
間
み
ほ
の
公
園
整
備
事
業

地
域
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム

旧福岡高校の
用地取得に向けて

　旧福岡高校のグラウンドや体育館等の運動施設は
一般開放されていますが、校舎については解体が検
討されています。解体費用を算出するための設計委
託費が計上されました。

公園新設事業

●
主
な
質
疑

問　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

答　

旧
福
岡
高
校
の
施
設
を

県
で
利
活
用
し
な
い
こ
と
が

決
ま
っ
た
た
め
、
本
市
に
対

し
利
活
用
に
つ
い
て
打
診
が

あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
購
入
に

向
け
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。

問　

旧
上
福
岡
市
が
敷
地
を

寄
附
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
売
買
金
額

の
協
議
は
。

答　

県
は
あ
く
ま
で
県
所
有

財
産
と
い
う
見
解
だ
。
し
か

し
、
地
元
で
活
用
す
る
場
合

は
、
売
買
金
額
に
対
し
50
％

の
軽
減
措
置
が
あ
る
。

問　

県
所
有
財
産
に
対
し
、

本
市
が
解
体
費
用
の
設
計
委

託
費
を
支
出
す
る
理
由
は
。

答　

県
よ
り
、
解
体
費
用
を

売
買
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
示
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
大
き
な

施
設
で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト

処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
可
能
性
も
あ
り
、
解
体
費

用
の
見
積
も
り
は
難
し
い
も

の
と
考
え
る
。
金
額
交
渉
に

お
い
て
は
、
県
の
提
示
す
る

見
積
も
り
額
に
従
う
の
で
な

く
、
本
市
で
算
出
し
た
方
が

有
利
に
進
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
う
る
た
め
、
本
市
が
解

体
費
用
を
算
出
す
る
こ
と
と

し
た
。

旧
県
教
職
員
住
宅
の
解
体
　

市
が
旧
県
教
職
員
住
宅
を
買
い
取
り
、
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
等
を
含
め
、
建
物
の
解
体
を

行
い
、
新
設
の
公
園
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

●
主
な
質
疑

問　

予
算
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答　

平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
時

に
、
旧
県
教
職
員
住
宅
の
解
体
工
事

の
詳
細
な
設
計
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
予
算
の
編
成
時
に
想
定

し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
広
範
囲

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
を
し
っ
か
り
と
行
う
た
め
に
、

当
初
の
想
定
よ
り
期
間
を
要
し
、
平

成
28
年
度
に
か
け
て
工
事
を
行
い
た

い
。

健
康
情
報
の
活
用

　

予
防
接
種
や
各
種
健
診
な
ど
の
健
康
に
関

す
る
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て
蓄
積
す
る
、
地

域
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
主
な
質
疑

問　

地
域
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム
の
目

的
は
。

答　

元
気
・
健
康
都
市
を
実
現
す
る

た
め
の
地
域
の
健
康
づ
く
り
や
、
市

民
み
ず
か
ら
の
健
康
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
目
的
。
妊
娠
中
か
ら
出
生
、

成
人
、
高
齢
者
ま
で
、
生
涯
の
健
康

情
報
を
蓄
積
し
、
地
域
保
健
活
動
を

効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
成
27
年
度
は
、
母
子
保
健
シ

ス
テ
ム
に
妊
娠
の
届
け
出
等
を
し
た

方
の
情
報
入
力
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、乳
幼
児
健
診
等
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
検
診
を
受
け
た
方
の
情

報
を
紙
ベ
ー
ス
で
管
理
を
し
て
い
た

が
、
デ
ー
タ
化
を
し
て
い
く
。

　

平
成
28
年
度
以
降
は
、
が
ん
検
診

や
予
防
接
種
事
業
な
ど
、
既
に
シ
ス

テ
ム
の
中
に
入
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
中
に
移
行
し
、

世
帯
等
の
健
康
情
報
を
蓄
積
し
て
い

く
。
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き
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て
い

る
。

問　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

第
5
条
に
よ
れ
ば
、
地
方
公

共
団
体
の
施
策
策
定
と
実
施

す
る
責
務
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答　

ま
ず
相
談
体
制
の
充

実
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
す
る
。
ま
た
、
条
例
制

定
や
見
舞
金
、
広
報
啓
発
等

の
具
体
的
施
策
は
、
今
後
市

問　

福
祉
総
合
支
援

チ
ー
ム
が
発
足
し
て

一
年
に
な
る
。
生
活

困
窮
者
支
援
の
成
果

は
。

答　

就
労
支
援
と
一

体
と
な
っ
て
再
就
職

た
に
配
置
す
る
が
、

そ
の
役
割
は
。

答　

チ
ー
ム
の
受
け

る
相
談
は
こ
こ
ろ
の

病
や
引
き
こ
も
り
な

ど
、
様
々
な
制
度
や
機
関
の

調
整
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

福
祉
の
専
門
職
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

新
し
い
施
策
も

問　

貧
困
か
ら
就
労
へ
自
立

市
民
の
力
を
育
成
す
る

問　

市
民
後
見
人
の
育
成
へ

の
課
題
は
何
か
。

答　

高
齢
社
会
の
進
行
に
よ

り
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
監
督
の
も
と
に

講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作

成
、
受
講
者
を
確
保
し
実
際

の
支
援
を
担
う
市
民
後
見
人

を
育
成
し
て
い
く
。

問　

犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
、
相
談
体
制
の
現
状
は
。

答　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
つ
い
て

は
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
・

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
他

の
犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て

は
相
談
内
容
に
応
じ
て
各
専

門
相
談
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に

被
害
者
等
が
生
活
困
窮
等
に

陥
っ
た
場
合
に
は
、
福
祉
総

合
支
援
チ
ー
ム
で
支
援
が
で

を
果
た
し
た
り
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
困
窮
状
態

か
ら
救
済
す
る
等
自
立
支
援

の
効
果
が
見
え
て
い
る
。

専
門
家
の
力
も
借
り
て

問　

福
祉
総
合
支
援
員
を
新

の
た
め
に
は
中
間
的
社
会
資

源
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

す
ぐ
に
就
労
が
難
し
い

方
の
自
立
支
援
の
た
め
に
は

段
階
的
な
支
援
の
提
供
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
は
サ
テ
ラ
イ

ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

未
就
労
者
の
社
会
参
加
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

と
し
て
方
向
性
を
検
討
し
て

い
く
。

命
を
大
切
に
す
る

教
育

問　

実
施
状
況
は
。

答　
「
彩
の
国
の
道

徳
教
育
」
や
朝
会
で

の
校
長
講
話
、
い
じ

め
防
止
の
児
童
生
徒

会
活
動
、
埼
玉
県
警

の
出
前
講
座
「
あ
お

い
と
り
」
に
よ
る
犯

罪
被
害
者
の
講
話
な

ど
、
命
の
大
切
さ
を

考
え
る
機
会
を
つ
く

り
、
子
ど
も
達
の
心

に
届
く
教
育
を
行
っ
て
い

る
。

問　
「
教
育
！
」

こ
れ
の
み
が
、
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
唯
一
の
方
法
。

貧
困
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
子

ど
も
が
持
つ「
希
望
」「
意
欲
」

に
格
差
が
生
じ
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
る
。
市
内
の
実
態

は
。

答
市
内
９
９
８
人
の
子
ど
も

が
経
済
的
事
情
等
に
よ
り
学

習
支
援
が
必
要
。
個
々
の
状

況
に
応
じ
、
き
め
細
か
く
対

問　

今
年
、
民
生
委
員
は
改

選
を
迎
え
る
が
、
定
数
割
れ

の
状
態
。
今
後
の
考
え
は
。

答　

現
在
6
名
の
欠
員
だ
が
、

世
帯
数
が
2
千
世
帯
以
上
増

え
た
た
め
、
3
名
の
定
数
増

の
予
定
。欠
員
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
選
任
を
求
め
て
い

く
が
、
必
要
に
応
じ
て
地
域

に
出
向
き
、相
談
に
応
じ
る
。

問　

民
生
委
員
の
活
動
を
支

え
る
た
め
に
は
、
制
度
の
浸

透
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
転

入
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
あ
わ
せ
た
周
知
は
。

答　

毎
年
5
月
12
日
が
民
生

委
員
の
日
と
な
っ
て
お
り
、

民
生
委
員
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
全
世
帯
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

し
て
い
る
。
今
後
、
転
入
手

続
の
際
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
も
検
討
し
た
い
。

家
庭
で
の
保
育
を
支
え

る
た
め
に

問　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
一
時
保
育
の
役
割

は
。

答　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
希
望

や
相
談
が
あ
れ
ば
一
時
保
育

の
あ
っ
せ
ん
も
行
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
保
育
士
不

問　

公
立
・
私
立
を
含
む
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

で
き
な
い
か
。

答　

5
月
中
を
目
途
に
公
立
・

私
立
の
各
認
可
保
育
所
の
案

内
も
併
せ
て
掲
載
し
た
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
中

で
あ
る
。
関
連
施
設
を
通
じ

て
子
育
て
世
代
に
配
布
予
定
。

足
や
、
緊
急
性
の
高
い
申
し

込
み
を
優
先
す
る
等
に
よ

り
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。

問　

さ
ら
に
一
時
保
育
施
設

を
増
や
し
、制
度
の
充
実
を
。

答　

新
た
に
2
園
が
4
月
か

ら
一
時
保
育
を
開
始
。
他
に

2
園
が
、
体
制
が
整
い
次
第

実
施
の
予
定
。

自
主
防
災
力
の
強
化

問　

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
の

登
録
者
数
と
今
後
の
課
題

は
。

答　

現
在
、
防
災
メ
ー
ル
は

６
４
２
７
人
、
防
犯
メ
ー
ル

は
５
５
３
０
人
。
課
題
は
、

発
信
ツ
ー
ル
の
拡
大
と
速
や

応
し
て
い
く
。

保
育
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

問　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
保

育
マ
マ
、
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
等
は
、
増
減
に
柔
軟
に

対
応
可
能
。
市
の
方
針
は
。

答　

練
馬
区
の
保
育
マ
マ
制

度
等
を
参
考
に
す
る
。

問　

長
期
休
み
中
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
募
集
の
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
学
校
施
設

の
転
用
等
で
対
応
で
き
な
い

か
。

答　

学
校
施
設
の
転
用
等
を

教
育
委
員
会
と
検
討
す
る
。

ス
ー
パ
ー
で
期
日
前

投
票
を

問　

予
算
的
課
題
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
検
討
の

進
捗
状
況
は
。

答　

大
型
商
業
施
設
等
に
協

力
依
頼
を
実
施
し
て
い
く
。

ふ
じ
み
野
高
校
で
の
模
擬
投

票
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
中
。

よ
り
長
く
健
康
で
い

る
た
め
に

問　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

民
間
事
業
者
と
連
携
し

て
元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
を
実
施
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
費
削
減
を
目

指
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

渡
辺　

大 

議
員

民
生
委
員
の
活
動
を

支
え
る
た
め
に

島
田
典
朗 

議
員

保
育
環
境
情
報
の
充
実
を加

藤
恵
一 

議
員

犯
罪
被
害
者
支
援
の
充
実
を

谷　

新
一 

議
員

あ
っ
た
か
い
ま
ち
へ

着
実
な
前
進

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。
今
回

の
議
会
で
は
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
内
容
は
各
議
員

本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
全
て
の
質
問
と
回
答
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

か
な
配
信
で
あ
る
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
を
併
用
し
情
報
発
信

の
ツ
ー
ル
を
広
げ
多
く
の
世

代
に
浸
透
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。市

民
に
愛
着
を
持
っ
て
頂

け
る
施
設
を
目
指
し
て

問　

ト
イ
レ
な
ど
の
公
共
施

設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

導
入
で
き
な
い
か
。

答　

一
押
し
事
業
と
し
て

「
簡
易
公
共
物
の
老
朽
化
に

伴
う
更
新
及
び
新
規
設
置
の

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
事
業
」
を
位
置
付
け
て

調
査
・
検
討
進
め
て
い
る
。



問　

亀
久
保
大
野
原
地
区
の

企
業
誘
致
の
状
況
は
。

答　

農
地
の
地
権
者
に
意
向

調
査
を
実
施
し
、企
業
に
敷

地
の
拡
張
意
向
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

問　

企
業
誘
致
の
成
果
は
。

答　

工
場
、研
究
所
な
ど
３

件
、面
積
に
し
て
４
３
０
０

問　

足
立
区
で
戸
籍
業
務
の

民
間
委
託
を
行
っ
て
い
た
が

実
態
は
派
遣
で
あ
り
、
東
京

法
務
局
等
か
ら
改
善
指
導
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

答　

戸
籍
業
務
の
民
間
委
託

は
行
っ
て
い
な
い
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

で
の
情
報
啓
発
を
し
て
は
ど

㎡
に
進
出
し
て
い
る
。

問　
大
井
武
蔵
野
地
区
の
農
地

を
体
験
農
園
と
し
て
利
用
は
。

答　

市
民
農
園
と
異
な
り
、

体
験
農
園
は
農
業
者
と
利
用

者
の
交
流
が
で
き
る
。
ま

た
、児
童
・
生
徒
及
び
高
齢
者

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

う
か
。

答　

川
越
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
と
、
県
内
や
市
内
の

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
情
報
は

な
い
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ポ
ス
タ
ー
等
を
活
用
し
啓
発

を
検
討
す
る
。

不
妊
症
・
不
育
症
へ
の

支
援

問　

情
報
提
供
や
支
援
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

環
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
も
大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民

の
機
運
の
高
ま
り
を
得
つ

つ
、
組
織
の
形
態
な
ど
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
河
岸
ま
つ
り
の

支
援

問　

灯
篭
流
し
を
中
心
と

し
た
福
岡
河
岸
ま
つ
り
は

年
々
盛
ん
に
な
り
、
ふ
じ
み

野
市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、
就

学
援
助
制
度
の
紹
介
等
も
含

め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力

向
上
の
た
め
に
、
少
人
数
指

導
方
法
の
工
夫
や
改
善
を
図

っ
て
い
る
。
家
庭
の
事
情
に

よ
り
、
思
う
よ
う
に
学
ぶ
こ

た
め
、
本
庁
舎
の
会
議
室
と

大
井
総
合
支
所
の
ゆ
め
ぽ
る

と
を
活
用
し
た
学
習
教
室
を

平
日
の
夜
間
に
開
設
す
る
。

問　

市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
等
の
活
動
が
年
々
盛
ん

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
県
内

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
で
活

動
団
体
を
統
括
す
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
市
で
も
活
動
団

体
を
組
織
化
し
て
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
活
性
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答　
「
元
気
・
健
康
の
好
循

問　

学
習
支
援
の
現
状
は
。

答　

家
庭
の
状
況
に
関
わ
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
習
に
取
り
組
め
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
教
職
員
に

よ
る
情
報
共
有
や
見
守
り
な

ど
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
抱

え
る
問
題
を
い
ち
早
く
発
見

し
、
家
庭
訪
問
等
で
家
庭
の

経
済
状
況
や
子
育
て
の
様
子

定
着
し
て
き
て
い
る
。
こ
の

祭
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
市
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
つ
も
り

か
。

答　

福
岡
河
岸
ま
つ

り
は
、
市
の
魅
力
的

な
夏
祭
り
の
一
つ
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

地
域
で
支
え
、
地
域

を
挙
げ
て
開
催
さ
れ

る
こ
の
祭
り
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
必
要
な
支

援
の
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、

福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
で
中

学
生
と
高
校
生
を
対
象
と
し

た
「
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い

る
。

問　

学
習
支
援
の
今

後
の
取
り
組
み
強
化

は
。

答　

平
成
28
年
度
は

こ
の
事
業
の
強
化
に

向
け
て
、
東
西
地
区

の
子
ど
も
が
学
び
や

す
い
環
境
を
整
え
る

化
が
図
ら
れ
、引
き
こ
も
り
の

対
策
に
も
な
る
。
開
設
に
向

け
て
検
討
す
る
。

防
犯
・
安
全
対
策

問　

空
き
家
の
利
活
用
の
促

進
と
条
例
制
定
は
。

答　

危
機
管
理
防
災
課
、建

築
課
、環
境
課
が
分
業
、連
携

し
て
国
の
補
助
を
活
用
し
な

が
ら
施
策
展
開
し
て
い
く
。

空
き
家
の
利
活
用
に
関
す
る

条
例
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

道
路
拡
幅

問　

大
井
総
合
体
育
館
周
辺

答　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全

戸
配
布
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
県
作
成
の
冊
子
や
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
報
な
ど
で
も
情
報
提

供
や
相
談
窓
口
等
の
掲
載
を

検
討
す
る
。

問　

市
独
自
の
経
済
支
援
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
助
成
制
度

の
新
設
を

問　

２
人
目
以
降
の
児
童
・

生
徒
へ
の
補
助
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

の
道
路
拡
幅
は
。

答　

企
業
誘
致
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
必
要
が
あ
れ
ば

優
先
順
位
を
つ
け
て
検
討
す

る
。産

業
振
興

問　

産
業
ま
つ
り
で
仮
設
ト

イ
レ
は
。

答　

設
置
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
応
募
資
料
は
。

答　

５
年
間
保
存
、そ
の
後

廃
棄
し
て
い
く
。

答　

保
護
者
に
は
食
材
費
の

負
担
が
基
本
と
考
え
、
補
助

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。
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企
業
誘
致

大
築　

守 

議
員

市
役
所
等
の
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

床
井
紀
範 

議
員

中
学
部
活
動
に
外
部
人
材
の
活
用
を

民
部
佳
代 

議
員

安
全
安
心
を
都
市
ブ
ラ
ン
ド
に

伊
藤
美
枝
子 

議
員

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

活
性
化

山
田
敏
夫 

議
員

子
ど
も
の
貧
困
と
教
育

川
畑
京
子 

議
員

問　

部
活
動
の
顧
問
教
員
の

負
担
が
大
き
い
。
外
部
顧
問

を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

外
部
指
導
員
を
活
用
し

技
術
指
導
を
行
う
が
、
顧
問

は
教
員
が
責
任
を
も
つ
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

災
害
時
の
情
報
発
信

問　

防
災
無
線
が
聞
こ
え
に

く
い
。戸
別
受
信
機
導
入
を
。

答　

民
間
企
業
が
商
品
化
し

て
い
る
。
市
は
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ

と
協
定
を
締
結
し
た
の
で
、

活
用
を
検
討
す
る
。

問　

災
害
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
地
域
に
密
着
し
た
情
報

発
信
を
。

答　

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
よ

る
発
信
は
今
後
の
課
題
。

児
童
虐
待
を
見
逃
さ
な
い

問　

乳
幼
児
健
診
の

未
受
診
、
警
察
へ
の

通
報
な
ど
の
情
報
は

ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
。

答　

未
受
診
児
は
訪

問
し
て
確
認
し
て
い

問　

兵
庫
県
伊
丹
市
で
は
、

見
守
り
カ
メ
ラ
と
ビ
ー
コ
ン

受
信
器
の
設
置
、
ま
た
、
民

間
が
行
っ
て
い
る
「
ま
ち
な

か
ミ
マ
モ
ル
メ
」
の
位
置
情

報
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
、
子
ど
も
や
認
知
症
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
が
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
受
信
器
と
な
り
市
民
全
体

で
の
見
守
り
が
可
能
と
な
る

も
の
。
本
市
で
も
連
日
不
審

者
や
徘
徊
高
齢
者
の
情
報
が

あ
る
。
導
入
を
考
え
て
は
。

答　

犯
罪
抑
止
や
高
齢
者
の

保
護
な
ど
に
大
き
な
効
果
は

期
待
で
き
る
が
、
多
額
の
整

備
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
伊

丹
市
の
運
用
実
績
を
見
な
が

ら
研
究
す
る
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
で

安
心
を

問　

在
宅
医
療
と
介
護
の
連

る
。
担
当
課
が
警
察
、
児
童

相
談
所
な
ど
と
情
報
共
有

し
、
現
状
把
握
と
対
応
を
決

定
し
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
駅
南
側
地
域

で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

問　

ふ
じ
み
野
駅
南
側
地
域

で
市
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
。

答　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
や

ソ
ヨ
カ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
計

画
し
て
い
る
。

問　

市
民
の
活
動
拠
点
が
な

い
。
空
き
店
舗
の
活
用
は
。

答　

施
設
を
新
た
に
確
保
す

る
の
は
難
し
い
。
市
内
循
環

ワ
ゴ
ン
や
お
出
か
け
サ
ポ
ー

ト
タ
ク
シ
ー
で
既
存
施
設
を

利
用
し
て
ほ
し
い
。

携
が
重
要
課
題
だ
が
、
進
捗

状
況
は
。

答　
「
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
に
関
す
る
相
談
支
援
」
な

ど
8
事
業
を
医
師
会
と
連

携
、
委
託
し
て
実
施
す
る
。

平
成
28
年
度
中
に
「
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
」
事
業
開
始
に

向
け
現
在
協
議
中
。

問　
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相

談
セ
ン
タ
ー
」
の
人
員
の
確

保
と
増
設
の
考
え
は
。

答　

今
後
す
べ
て
の
圏
域
で

高
齢
者
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
相
談
セ
ン
タ
ー
が

核
と
な
る
こ
と
か
ら
、
日
常

生
活
圏
域
の
再
編
に
つ
い
て

総
体
的
に
検
討
し
、
第
7
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

向
け
、
セ
ン
タ
ー
増
設
や
圏

域
の
見
直
し
を
含
め
検
討
す

る
。

ビーコン受信機付きカメラ

福岡河岸まつり
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医
療
費
一
部
負
担
金
の

減
免
制
度
の
周
知

問　

医
療
費
が
高
く
て
治
療

を
中
断
し
て
し
ま
う
人
も
い

る
。
制
度
を
知
ら
な
い
市
民

も
多
い
の
で
、
周
知
に
工
夫

を
。

答　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

知
ら
せ
て
い
る
が
、
保
険
証

の
更
新
時
や
納
税
通
知
書
送

付
の
際
に
も
周
知
し
て
い
く
。

問　

東
武
東
上
線
の

人
身
事
故
率
が
全
国

一
位
で
は
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な

る
。
特
に
ふ
じ
み
野

市
付
近
が
多
い
の
も

問
題
。
踏
切
の
改
善

故
防
止
対
策
の
一
層

の
強
化
を
図
る
よ
う

東
武
東
上
線
改
善
対

策
協
議
会
等
を
通
じ

て
働
き
か
け
て
い
く
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
へ

の
対
応

問　

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が

フ
ル
化
さ
れ
る
と
便
利
に
な

る
が
、
大
型
車
の
通
行
量
が

地
域
文
庫
の
育
成
強
め
て

問　

地
域
の
子
育
て
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
も
政
策
の
太

い
柱
と
し
て
位
置
付
け
る
べ

き
。
学
校
・
保
育
所
・
公
民

館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

の
連
携
を
強
め
て
、
育
成
強

化
を
図
っ
て
は
。

答　

小
中
学
校
を
含
む
市
内

公
共
施
設
等
の
活
用
や
運
営

な
ど
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

保
護
者
の
急
な
疾
病
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め

に
一
時
保
育
事
業
の
役
割
は

大
き
い
。
公
立
保
育
所
で
受

け
入
れ
枠
を
増
や
せ
な
い

か
。

答　

保
育
所
は
、
定
員
以
上

に
通
常
保
育
で
児
童
を
保
育

し
て
い
る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス

が
足
り
な
い
。
ま
た
、
緊
急

時
は
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
で

も
対
応
す
る
。

や
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
安
全
対

策
の
徹
底
と
、
自
殺
防
止
対

策
も
必
要
で
は
。

答　

低
コ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
柵

も
出
て
き
た
の
で
、
要
望
活

動
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も

東
武
鉄
道
に
対
し
て
人
身
事

増
え
る
な
ど
問
題
が
あ
る
。

大
井
中
学
校
前
な
ど
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
と
市
全
体
の

交
通
体
系
へ
の
位
置
付
け

は
。

答　

今
年
度
は
、
都
市
交
通

体
系
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位

置
付
け
策
定
。
大
井
中
学
校

前
は
拡
幅
に
つ
い
て
三
芳
町

と
協
議
し
て
い
く
。

投
票
所
の
増
設
を

問　

徒
歩
で
投
票
所
ま
で
行

く
の
が
困
難
な
地
域
も
あ
る

の
で
、
増
設
で
き
な
い
か
。

答　

衆
議
院
小
選
挙
区
見
直

し
に
あ
わ
せ
、
投
票
区
全
体

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
際
、
有
権
者
数
だ
け
で

な
く
、
徒
歩
で
も
行
け
る
距

離
も
要
件
に
含
み
公
民
館
な

ど
を
有
効
活
用
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設

問　

空
き
家
対
策
と
し
て
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
活
用

で
き
る
の
で
は
。

答　

市
総
合
戦
略
の
中
で
、

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
保
育
事
業
、

多
世
代
交
流
事
業
な
ど
は
計

画
し
て
い
る
。

一
時
保
育
事
業
の
拡
充
で

子
育
て
支
援
を

伊
藤
初
美 

議
員

東
武
東
上
線
の
人
身
事
故
対
策

塚
越
洋
一 

議
員

固
定
資
産
台
帳
に
長
寿
命
化

履
歴
な
ど
の
追
加
項
目
を
含

め
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

答　

長
寿
命
化
履
歴
や
耐
震

化
状
況
な
ど
の
追
加
項
目

は
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
に
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
台

帳
に
記
載
し
て
い
く
。

障
害
者
差
別
解
消
法
施

行
後
の
体
制
強
化
を

問　

各
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
条
例
の
制
定
を
。

答　

当
事
者
団
体
や
地
域

自
立
支
援
擁
護
部
会
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

問　

新
循
環
バ
ス
は
、
交
通

権
を
保
障
す
る
市
の
責
務
か

ら
、
高
齢
で
低
所
得
の
利
用

者
に
も
障
が
い
者
同
様
に
減

免
措
置
を
。

答　

実
証
運
行
結
果
を
も
と

に
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
検
討
す
る
。

問　

平
成
25
年
12
月
に
国
土

強き
ょ
う

靭じ
ん

化
基
本
法
が
制
定
さ

れ
た
。
本
市
で
の
計
画
策
定

の
必
要
性
と
今
後
の
計
画

は
。

答　

国
の
政
策
と
し
て
力
を

入
れ
て
お
り
近
年
大
規
模
災

害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
策
定
は
必
要
。
市
政
全
般

に
関
係
す
る
た
め
に
先
行
自

治
体
の
事
例
を
参
照
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

問　

自
治
組
織
が
高
齢
化
や

地
縁
的
つ
な
が
り
の
希
薄
化

等
で
消
滅
し
か
ね
な
い
。
地

域
活
性
化
が
急
務
だ
が
市
の

関
わ
り
は
。

答　

自
治
組
織
相
互
の
情
報

交
換
、
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。
市
民
活
動
支
援
や
自

治
組
織
へ
の
加
入
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
、
地
域
活
動
活
性
化

が
図
れ
る
様
に
施
策
・
事
業

の
検
討
を
進
め
る
。

「
域
学
連
携
」
地
域
づ

く
り
活
動
の
推
進

問　

地
域
内
の
大
学
等
と
連

携
し
た
施
策
で
地
域
を
活
性

化
す
る
可
能
性
は
。

答　

包
括
的
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
地
域
内
大
学
等
と

新
た
な
分
野
で
の
事
業
連
携

展
開
を
検
討
し
た
い
。

問　

大
学
と
共
同
で
キ

※

ッ

ズ
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
は

で
き
な
い
か
。

答　

実
施
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ

問　

自
治
体
主
体
に

よ
る
実
施
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
と
実
現
の
可
能

性
は
。

答　

提
案
を
受
け
た

こ
と
を
契
機
に
調
査

問　

増
え
続
け
る
空
き
家
へ

の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
。
民

間
事
業
者
と
連
携
し
た
空
き

家
バ
ン
ク
の
創
設
を
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
は
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
宅
建
業
協

会
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

で
、
高
い
効
果
が
期
待
で
き

る
。
今
後
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
創
設
と
あ
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

課
題
解
決
力
を
育
む

学
校
教
育
を

問　

持

※

続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
の
優
良
実
践
事
例

研
究
を
進
め
て
い
る
。
効
果

や
課
題
の
整
理
を
進
め
て
お

り
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
で

あ
り
、
貢
献
で
き
る
制
度
構

築
に
向
け
調
査
・
研
究
を
さ

ら
に
進
め
た
い
。

で
は
、
指
導
計
画
や
体
験
的

な
学
習
を
取
り
入
れ
、
成
果

を
あ
げ
て
い
る
事
例
が
多

い
。
推
進
を
。

答　

環
境
や
平
和
、
人
権
や

福
祉
な
ど
、
様
々
な
課
題
に

対
し
て
体
験
的
な
学
習
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
将
来
を
実
現
で
き
る
価
値

観
と
行
動
力
の
育
成
を
目
指

し
、
推
進
し
て
い
く
。

よ
り
効
果
的
な
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
を

問　

多
く
の
公
共
施
設
が
更

新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

新
環
境
セ
ン
タ
ー
の

完
成
ま
で
と
運
営

問　

今
年
秋
の
完
成
と
な
る

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
焼
却
炉

試
運
転
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
や
、
事
業
全
体
の
管
理
業

務
委
託
先
に
対
す
る
市
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
在
り
方
は
。

答　

試
運
転
に
お
い
て
は
、

専
門
的
チ
ェ
ッ
ク
を
委
託
す

る
。
全
体
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
市
と
し
て
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

就
学
援
助
認
定
基
準
の

引
き
上
げ
は

問　
「
義
務
教
育
は
無
償
」

と
す
る
憲
法
を
実
質
化
し
た

就
学
援
助
制
度
は
、
認
定
基

準
の
所
得
額
引
き
上
げ
を
。

答　

基
準
と
な
る
生
活
保
護

の
削
減
が
行
わ
れ
て
も
、
市

は
平
成
25
年
の
基
準
を
維
持

し
て
い
る
。

問　

新
入
学
生
徒
学
用
品
費

の
支
給
時
期
は
入
学
前
の
３

月
に
前
倒
し
を
。

答　

研
究
す
る
。

水
天
宮
交
差
点
の
改
良

問　

交
通
事
故
が
多
発
す
る

水
天
宮
交
差
点
を
安
全
な
形

に
改
良
を
。

答　

市
で
で
き
る
看
板
設
置

な
ど
を
考
え
た
い
。

新
市
内
循
環
バ
ス
で
高
齢
の

低
所
得
者
に
も
減
免
措
置
を

足
立
志
津
子 

議
員

「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」の

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み島

田
和
泉 
議
員

空
き
家
の
有
効
活
用
を

小
林
憲
人 

議
員

※ キッズ・アントレプレナーシップ教育　子どもたちの起業家精神を養成するため、
ものづくりの楽しさや先端科学などについて、学びの場をつくること。

人と防災未来センター（神戸市）

※ 持続可能な開発のための教育　環境・貧困・人権・平和など、様々な地球
規模の課題を自らの問題として捉え、課題解決につながる価値観や行動、
持続可能な社会を創造することを目指す学習や活動。

障がい者週間記念事業「ふれあい広場」
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法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

　春は、出会いと別れの季節です。こ
の文を書いている3月は、別れの季節。
長年、市役所でお勤めになった職員が退職され4月より新入
職員がお勤めになります。悲しい別れと新しい出会いを繰り返
し、ふじみ野市も昨年10年を迎えました。本年は、11年目 “新
しいスタート ”を始めております。平成28年第1回定例会に
おいて市長より施政方針が述べられました。合併から10年の
歩みの中で市民の皆様の様々な活動とふじみ野市に対する思い
の中「オールふじみ野」の体制が整ったとのお話がありました。
全ての市民が一つの家族のような “あったかいまち ”を目指し
て平成28年度は、20年目に向けた “新しいスタート ”の年。
ふじみ野市議会も一助となりますよう鋭意努力して参りますの
で本年度もよろしくお願い致します。 （加藤恵一）

編集後記

表紙の題字を書いてくれた人
福岡中 3年  神木彩香さん

平仮名と漢字をバランス良く書くのが難しかっ
たです。この機会を頂けたことを自信に変え、
これからも書道を頑張りたいと思います。

議会広報常任委員会
 委 員 長 伊藤美枝子 副委員長 渡辺　　大
 委　員 加藤　恵一 委　員 小林　憲人
 委　員 島田　典朗 委　員 民部　佳代
 委　員 床井　紀範

Q

Q

Q

Q
Q

A

A

A

A
A

お仕事内容は。
栄養士：献立や発注など給食管理業務です。
調理師：安全で美味しい給食の提供です。

食の安心・安全についてはどのように取り
組んでいますか。
国産の食材をモットーにしています。加工
食品を使うことが多いので産地や調味料を
チェックして食材を選んでいます。

どのようなアレルギー除去食を作っていますか。
卵と乳のアレルギーがある子どもの除去食
を作っています。学校給食をより多くの子
が楽しめるようにしていきたいです。

給食の食べ残し量と廃棄方法は。
1日あたり約500㎏の食べ残しが出ていま
す。減らす対策として食育の実施をしてい

ます。食べ残しなどは、堆肥にして学校で
使えるようにしています。

給食を食べる子どもたちに一言お願いします。
空の食缶を見るととてもうれしいです。空の食
缶の奥に子どもたちの笑顔が見えます。苦手な
食べ物もチャレンジして残さず食べてください。

表紙：働く人シリーズに寄せて
編集委員が
インタビュー！ 給食センター職員の方給食センター職員の方に伺いましたに伺いました

http://www.city.fujimino.
saitama.jp/categories/
bunya/shigikai/

市役所4階で開催します

３月定例会の傍聴者は 110人でした。３月定例会の傍聴者は 110人でした。

議会だよりは、ふじみ野市のホーム
ページからも閲覧できます。
市議会の議事録も見られます。

傍聴をお待ちしています

次の定例会の
開  会  予  定：6月 1日 午前9：30～
請願締切予定：5月20日 午前10：00

左から、滝隆之さん、渡辺みずきさん、柳川三鈴さん、
福島直美さん、小峯諭さん
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